
新潟・群馬・長野における2021年のプリオン病サーベイランス状況

解 説

1. 新潟・群馬・長野3県において, 2021年2月～9月にsCJD 19例,

gCJD 5例を確認し, dCJDは認めなかった.

2. 2017年～2021年の5年間で, PSDを認めないためsCJD possibleと

診断された症例は全体の10% (12/120) 存在し,

PRPN検査を実施することでV180IもしくはMM2Cと診断される

可能性がある症例が42% (5/12)存在した.
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2021年の新潟・群馬・長野におけるサーベイランス症例の内訳
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